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「麻生ふるさと交流会」ホームページ  

http://web-asao.jp/hp2/asao-furusato/ 

表紙写真：平塚 征英 さん 

タイトル：ふるさと麻生八景：王禅寺 

年 月 日： 2019.9.27 

場  所：麻生区王禅寺 

記  事：来年は子年３３観音霊場の 

     ご開帳とのことです。西門前に 

白いヒガンバナが咲いていました。 

http://web-asao.jp/hp2/asao-furusato/
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２０１９年度・第１回麻生ふるさと交流会 

 

場 所：麻生市民交流館 やまゆり 

 日 時：2019 年７月 20 日（土)   

13 時 30 分～17 時 00 分  

参加人数：２７名、懇親会：23 名 

 

第１部 麻生ふるさと交流会：・・・・・・・・・・・・・(13：30～15：50) 司会 辻村副会長 

 1. 開会の辞・・・・・辻村副会長 

 今回も松本会長欠席のため副

会長よりご挨拶がありました。 

 例年と違って長い梅雤が続い

ています。最近明るいニュース

がなく暗いニュースばかりです

が、明るいニュースがあります。

アポロ 11 号から 50 年になりま

す。 

 今回はオリンピックの話で講師 

 

の佐藤次郎様の紹介がありまし

た。 

 

                                                     

 2. 講演会：演題“100 年前のオリンピアン”・・・・・・・(13：35～15:15)  

 記者人生は東京新聞でスポー

ツ担当。ヤマユリのスタッフとし

て活躍している。 

 

 いだてんの話。初めてのオリン

ピアンは 2 人、ストックホルム

で。 

 情報は何もなく、トレーニングの

方法・オリンピック自体が何か

も解らなかった。荒野をすべて

自分で切り開くサムライだった

のか。 

 三島彌彦の事、金栗四三の逸

話。三島は陸上の他に水泳・馬

術などスーパースターであった。

金栗は練習方法などを後世に

伝えた。 

 

 初出場では完敗だったが、

1920 年のアントワープではテニ

スで熊谷一彌選手が銀メダル

を獲得した。 

 

 内藤克俊というレスリングの選

手は、1924 年パリオリンピック

で銅メダルを獲得した。人望が

厚く、レスリングは日本の柔道

がすごく役に立ち、将来有望な

種目になり、スポーツを通じ他
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の民族との交流に役に立つだ

ろうと言っている。 

 当時のオリンピック出場選手は、

関西地区・中国・九州地区の選

手が多い。これは当時の気候

なども影響しているものと思え

る。 

 人見絹江選手に関するエピソ

ード。費用の調達は人見自身

で行い、無理がたたり 24 歳で

他界した。 

      

 初めての出場から 20 年、金メ

ダルラッシュとなりスポーツ強

国となった。 

 東京オリンピック招聘に貢献し

た田畑政治の事。 

    

 1964年の東京オリンピックの最

終聖火ランナーの坂井義則さ

んの事。前日から当日への天

気の事。世界中の青空を東京

に。 

 1964 年東京オリンピックは、古

き良きオリンピックの最後の大

会であったと言える。その後は

行き過ぎた商業主義となって行

く。 

 現在と違って選手と一般人との

交流があった。現在の有力選

手は選手村へは入らず高級ホ

テルに滞在する。 

  
 今回の東京オリンピックは今ま

でとは違ったものになるのか。

今回はパラリンピックに注目し

たいと思っている。 

 質疑応答 

A) 宮本さん：過去のオリンピッ

クの参加選手には関西・九

州地区の方が多いのは何

故？気候とか？ 

B) 松岡さん：草創期における

トレーニングの仕方と現在

では？ 

C) 横田さん：メダル数に関し、

競技数は現在と比べてどう

か？ 

 

 3. 麻生ふるさと交流会のあゆみ： 

(15：30～15；45) 横田彰夫さん 

 4. 福島県のお酒 好きです  

ふくしまの酒・・・・・・・宮河悦子さん 

 5. 事務局からの連絡  

交流会の歴史などで宮本さんより投

稿、お国自慢など今後交流会を再度

盛り上げていきましょう。 

今後の予定など。 

 6. 平塚さんより会報の事：２～3 日後

にはホームページ掲載をいたします。 

 7. 会歌 ふるさとの合唱 
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第２部 懇親会（15:55～17:00）  

 乾杯の音頭は本間さん すっかり元気

になりました。 

 「落書き消し隊」と「うつ病支援の会あ

さお」の表彰に関する報告 

 懇親会の締めは田中幹雄さん：三本

締めの意味と山形の花笠締めの方法

も説明。 

 今回も多くの方々から、有難い差し入

れを沢山頂きました。 

有難うございました。 

日本酒：以心伝心（福井）、獺祭（山口）

…新井・宮本さん 

                         

                                        

 

   

 

   

                 乾杯：本間さん       講師の佐藤さん 
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１００年前のオリンピアン：講演要旨 

～初めて五輪に参加した「いだてん」の真実～ 

佐藤 次郎 

 

世界一のオリンピック好きといわれるのが

日本人。その言葉が示すように、日本のスポ

ーツはオリンピックとともに発展を続けてき

た。 

１９１２年のストックホルム大会に初参加し

て以来、選手たちはオリンピックで世界と競

うことを最大の原動力として力を磨き、またス

ポーツファンたちはそれを情熱的に応援して

きた。 

 

【黎明期のサムライたち】 

 そうした日本のオリンピック史の中で、こと

に注目したいのが、オリンピック初参加のこ

ろの、スポーツ黎明期の選手たちだ。 

明治期になって、外国人教師などを通じて

入ってきた近代スポーツ。五輪初参加のころ

は、まだオリンピックという存在さえ一般には

ほとんど知られていなかった。 

ストックホルム大会で日本初のオリンピア

ンとなったのは、ＮＨＫ大河ドラマ「いだてん」

で脚光を浴びた金栗四三と三島彌彦。 

     
東京帝大生だった三島が「帝大生ともあろ

う者が、かけっくらのために海外に行ってい

いものか」と悩んだというエピソードが、その

当時、スポーツやオリンピックがどのように受

け止められていたかを示している。 

 知識も情報もなく、指導者など見当たらな

い時代。選手たちは全て自分で考え、工夫し

て大会に臨まなければならなかった。 

金栗は、長距離トレーニングの方法を知ら

ないまま、水分を全く取らないで猛練習に励

み、あわや体を壊す寸前に至っている。練習

さえも命がけだったというわけだ。 

   

 だが、黎明期の開拓者たちは、世界に伍し

て戦いたいという情熱を原動力として、未知

の荒野を独力で切り開いていった。 

金栗は、オリンピックで惨敗するたびに敗

因を分析して課題克服に励み、長距離トレ

ーニング法を確立して後輩に伝えた。のちに

「マラソンの父」と呼ばれたのはそれゆえだ。 

 

日本初のオリンピック金メダリストとなった

織田幹雄は、陸上競技という名称が一般的

でないころから独自の練習を重ね、快挙をな

し遂げた。 

  

女子初のオリンピック代表となった人見絹

枝は、自らの命を削って女子スポーツの発

展に力をそそぎ、その無理から２４歳の若さ

で夭折した。その奮闘は、未知の大海原に

船出した中世の冒険家や、決死の覚悟で武

者修行に出た武芸者を連想させる。 



6 

 

       

黎明期の選手たちは誰もが一騎当千のサ

ムライだった。軟式の技術を硬式に生かして

日本勢のオリンピック初メダルをもたらしたテ

ニスの熊谷一彌。 

    
日本で競技が始まる７年も前に、米留学

からオリンピックのメダリストになったレスリン

グの内藤克俊。 

      
よく知られている馬術の西竹一は、海外で

も「バロン西」として知られるスケールの大き

さを持っていた。 

   

こうした個性的な実力者がどの競技でも

育ち、日本はスポーツ強国の一角にのし上

がっていく。そのひとつのゴールとなったのが、

東京への夏季オリンピック招致だ。 

 

【幻の東京オリンピック】 

 １９３２年のロサンゼルス大会で好成績を

おさめた日本は、その勢いを駆ってオリンピ

ック招致を目指し、１９３６年のベルリン大会

開幕前に開かれたＩＯＣ総会で１９４０年夏季

大会の開催権を射止める。 

対抗馬のヘルシンキを９票上回っての勝

利だった。当時の新聞に躍った「吾等の待望

實現！」「東京に凱歌 極東に翻る初の五輪

旗」「勝った！ 日本晴だ」の見出しが当時の

高揚を物語っている。 

   

 その裏にあったのはこんなエピソードだ。日

本は、最大のライバルと目されたローマに開

催を譲ってもらう戦略を立て、当時のＩＯＣ委

員だった副島道正伯爵をイタリアに送った。 

ところが、時の首相、ベニト・ムソリーニに

面会するため、首相官邸に赴いた副島伯爵

は、そこで急病に倒れてしまう。３週間後、本

復しないまま再び官邸を訪れた副島伯は、

「４０年大会を東京に譲ってくれれば、４４年

大会がローマになるよう努力する」と熱弁を

ふるって依頼。 

ムソリーニは「Ｗｉｌｌ Ｙｏｕ？ Ｗｉｌｌ Ｙｏｕ？

（そうか、そうしてくれるのか）」と上機嫌で答

え、願いを聴き入れてくれた。思わぬ急病が

ライバル国の独裁者の同情を買い、招致成

功につながったというわけである。 
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だが、これは拡大する戦火によって、あっ

けなく幻となった。１９３８年、開催権返上。 

結局、４０年大会も中止となる。戦争の前

に、平和の祭典ともいわれるオリンピックは

まったく無力だった。 

ここから、日本のスポーツ界は長い空白を

余儀なくされることになる。 

 

【悲願成就】 

戦後、敗戦国である日本のスポーツ界は、

しばらく国際スポーツへの復帰を許されなか

った。 

そこで、オリンピックに出場すれば間違い

なく金メダルが獲得できた実力と記録を持ち

ながら、涙をのむしかなかった悲劇も生まれ

た。競泳の古橋廣之進だ。 

１９４８年、圧倒的な力を示しながら、戦後

初のロンドン五輪への出場を阻まれた「フジ

ヤマのトビウオ」。そこで、当時の日本水連

会長だった田畑政治（「いだてん」の一方の

主役）は、こうしてその無念を晴らした。 

  

ロンドンの水泳競技と同じ日に日本選手

権を開き、どちらが速いかを世界に見せつけ

ようとしたのである。１５００メートル自由形で、

古橋はロンドンの優勝者の記録を実に４０秒

以上も上回ってみせ、田畑の狙いはずばりと

当たった。 

 

 そうした雌伏の時代をへて、戦後１９年で

実現した１９６４年の東京大会。 

聖火最終ランナーとなった坂井義則は、

自らの経験から、しばしば、「あの時は、みん

なが一丸になっていた」と語っていた。 

 

もちろん開催反対も異論もあったが、国

民・都民の多くが「自分たちの」オリンピック

だという意識を持っていた大会だったのでは

ないか。 

戦後復興のシンボルとして、社会全体が

オリンピックを我がものと思っていたのが東

京大会だ。だからこそ、その記憶はいつまで

も色あせなかったのだろう。 

   
 もうひとつ、よく語られるのが「オリンピック

らしいオリンピックの、最後の大会」という言

葉だ。 

    

まだ商業主義に染まってはおらず、政治

の影もさほど表に出てこなかった時代。「世

界の大運動会」という、古き良きオリンピック

の香りが東京にはあった。それも、この大会

を忘れがたいものとしている。 
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【そして２０２０年東京は？】 

日本初参加から１０７年。オリンピックは商

業主義の導入やドーピングの横行、大国の

政治的思惑の影響などで大きく変貌した。 

かつてない発展と繁栄を謳歌する一方で、

カネのかかる、超大都市でなければ開けな

い大会となり、地元住民に歓迎されざる存在

ともなっている。 

これからオリンピックはどうなっていくの

か。 

２０２０年東京オリンピックは、そこに何ら

かのヒントをもたらすことができるのか。 

残念ながら、東京大会がこれからの五輪

像を指し示すことはなさそうだ。 

 

 そこで注目したいのがパラリンピックだ。 

こちらも時代に沿って変化しつつはあるが、

そこにはまだ純粋さが、黎明期の選手がみ

な持っていたような純粋さが残っているよう

に思える。 

また、それは真の共生社会を目指すため

の大きなきっかけのひとつとなり得る。 

華やかさではなんといってもオリンピックだ

が、パラリンピックにはオリンピックと同様の、

いや、それをしのぐほどの意味が秘められて

いるとも言えるだろう。                            
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軍艦島を紹介します 

谷口 永恭 

 

1. はじめに 

郷里の長崎では、先年世界文化遺産に

登録された、炭鉱跡の軍艦島が脚光を浴

びています。果たして、長崎が産炭地で

あったことをご存じの方がいましたでし

ょうか。 

長崎県下には、北部の佐世保炭田を北

松の中小炭鉱が稼行しました。 

また、西彼杵半島北西部沖合の崎戸・

松島炭田を稼行する、崎戸・大島炭鉱が

あり、野母先半島の沖合の高島炭田には、

伊王島・二子島・高島など、多くの離島

炭鉱がありました。 

そこで、最近になって観光地としても

人気が出てきた、島影が戦艦に似ている

ところから、軍艦島と呼ばれる端島（は

しま）炭坑を紹介します。 

 

2. 端島炭礦は幕末から稼行されていま

した。 

オペラ「マダム・バタフライ（蝶々夫

人）」は、長崎を舞台に、アメリカの海

軍士官ピンカートンの帰りを待ちわびる

蝶々夫人の悲恋が描かれています。 

グラバー園の蝶々夫人が指さすのは、

当然、海の向こうのアメリカの方向と思

うでしょうが、実は園内のトイレの場所

です。                            

 

 
長崎グラバー園内蝶々夫人の像 

 

 

蝶々夫人が指さすのは？ 

 

実状はさておき、長崎の海域には世界

遺産に登録された、炭鉱跡（軍艦島）が

あります。炭鉱の開発には、余り知られ

ていませんが、トマス・グラバーと密接

な関係がありました。 

グラバー園から長崎港を望む 
 

グラバー亭 

https://plaza.rakuten.co.jp/syunji/diary/200706070000/
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（１） グラバーは、貿易に留まらず、高

島炭鉱の事業にも進出しました。 

1867 年(慶応３年)、肥前藩から経営

を委託され、英国の最新機械を導入し、

本格的な採掘を開始しました。 

その後炭鉱は人手に渡りますが、1881

年（明治 14 年）に三菱が買収しました。 

三菱は、高島礦業所を高島から開発し

た高島炭礦と端島から展開した端島礦

の二つのブロックで稼行しましたが、端

島礦は 1974(昭和 49)年１月に、高島炭

礦は 1986(昭和 61)年 11月にそれぞれ閉

山しました。 

端島は、「明治日本の産業革命遺産」

の一つとして、世界文化遺産に登録され

ました。 

 

 

 

 

坑外の炭礦施設は朽ち果てています 

 

廃墟となったアパート 

（２） 端島を軍艦島と初めて表記したの

は、1921(大正１０)年、長崎日々新

聞だったそうです。 

大正初期には、日本初の鉄筋コン

クリートアパート９階建てが完成

しています。 

今は、南北 480M、東西 160M ほど

の島で、東京ドームの 1.3 倍程度の

面積ですが、坑外の施設が朽ち果て

て、強者どもの夢のあとを見るばか

りです。 

炭鉱の最盛期には、5,300 人余り

が住んでおり、人口密度は東京都の

およそ９倍に及びました 

 

（３） 坑外には、「端島坑外施設の配置

図面」にみるように、礦業所事務所

のほか、立坑櫓・選炭場・扇風機な

どの鉱山施設があります。 

また、６～９階建てのアパート・

病院・小中学校・映画館・役場など

の建屋があります。 

又、図面には表記されていません

が、商店・飲み屋などもありました。 

 

（４） これらが今、廃墟となって、さな

がら軍艦の姿に見えています。 
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3. 海底はどのようになっているのでし

ょうか？ 

   誰しも、見えないところは、どう

しても見たい気持に駆られます。 

そこで、三菱鉱業セメント（株）

が編纂した、「高島炭礦史」をひも

といてみましょう。 

（１） 三菱が経営した明治１４年以降、

閉山するまでの出炭量実績は、高島

地区で約 40 百万トン、端島で約 16

百万トン、合計約 56 百万トンです。  

ちなみに、我が国の昨年、2018

（平成３０）年の石炭輸入量は 189

百万トンです。 

 

 

明治４０年頃の端島 

 

 

全盛期の端島 

 

（２） 端島で石炭が発見されたのは、江

戸時代後期（1810 年）で、明治の初め

に探鉱が本格化され、明治の半ばには

第一立坑の開削が始まり、第二・第三

立坑も掘削されています。最終的には、

立坑は海面下 600M まで、そこから斜

坑で 1,000M の深部まで掘削され、骨

格構造が逐次出来上がり、各レベルの

水平坑道で坑内展開されて、採炭が進

められました。                         

                 

 
端島礦坑内断面図 
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（３）「全島位置・採掘範囲図」の斜線

の範囲が採炭された箇所です。 

島の大きさに比べて、その範囲が広

大だったことが分ります。その坑内の

奥部まで新鮮な空気を送ることも、重

要な作業でした。 

炭鉱での作業は、この通気の他にも、

採炭や掘削技術も重要ですが、石炭・

掘削のズリ・作業員などの運搬、湧水

の排水などを効率よく安全に行うこ

とが重要でした。 

 

 

 
斜坑人車 

 

蓄電池機関車と炭車 
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（４）稼行炭層は、「標準炭柱図」にみ

るように、高島で６層、累計石炭の厚

さは、約１５M 、端島では９層、累計

炭丈は約２１M でした。 

 採炭技術は時代に伴って進歩してお

ります。 

ツルハシでの採掘を思い浮かべられ

る方もいらっしゃるかも知れませんが、

昭和２０年代は発破、ピック（圧縮空気

動の掘削機）が主力でしたが、昭和３０

年代には、ホーベルやドラムカッターな

どの採炭機械が導入され、１００M 以上

の長壁の切羽に自走鉄柱枠とコンベア

を設置組み合わせて採炭していました。 

 採掘跡は、フライアッシュ（火力発電

所などのボイラーで燃焼する粉炭の燃

えかす）、選炭ボタなどを流送充填して、

盤圧を制御していました。 

 

 

炭柱図  

端島坑坑外図 

 

 
 

山本作兵衛が描くツルハシ採炭 

 

 

自走枠・ドラムカッター・チェーン 

コンベアーを導入した採炭切羽 
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「あさお落書き消したい隊」が社会貢献者として表彰！ 

編集部 

 

会員の吉田謙司さんと中村利武さんが活動しておられる「あさお落書き消し隊」が、公益財

団法人社会貢献支援財団から、社会貢献者として表彰されました。 

「メデｲ・あさお」９月号の記事を紹介いたします。 
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田中元介さんが「メデｲ・あさお」で紹介！ 

編集部 

 

 田中元介会員の記事が、「メデｲ・あさお」に掲載されたので、ご紹介します。 

 

           

 


